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今日の目標 

 

• かつどう編の各パートの目的と効果的な
教え方を説明することができる。 
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おさらい： 
『まるごと 日本のことばと文化』 

• 目的： 

     

 

• 対象： 

• レベル： 

• 特徴：JF日本語教育スタンダード準拠 

    課題遂行型(かだいすいこうがた)の言語学習デザイン 

     豊富(ほうふ)なイラスト・写真・音声 

• 時間数：1冊(9トピック)40～60時間 
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「相互理解の日本語」 
日本語を使ってコミュニケーション 
異文化を理解し、尊重(そんちょう)すること 

海外の成人学習者 

入門(A1)～中級2(B1） 



おさらい： 
JFスタンダードと2つの『まるごと』 
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言葉を使って 
何かを「する」 
(主に)活動編 

コミュニケー
ションの基礎 
(主に)理解編 



活動編の各課の流れ 
• 初級1活動編の第7課を見てましょう（61～
67㌻） 

• 四技能（読む、書く、話す、聞く）別でみ
てみると、どんな順番になっていますか。 

 

 

 

 

 

• どんな特徴が見られますか。 
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活動編の各課の流れ 
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②きいてい
いましょう 

③ききまし
ょう 

⑨Can-doﾁｪｯｸ 
⑤ペアで話
しましょう 

⑦かきまし
ょう 
現実のタスク 

⑥よみまし
ょう ①とびら 

⑧生活と文
化 

評価 

暗示的知識(あん
じてきちしき)を 

活性化 

④はっけん
しましょう 



アウトプッ
ト 

説明できる 

言語習得のプロセスが埋め込まれた教科書 

明示的知識 

インテイク 

モニター 

インプット 

①活動編 

②理解編 

暗示的知識 

説明できないけど、 
使える 

気づき 

言語習得の過程 R.Ellis（1995）から作図、 
『聞くことを教える』P8,『教材開発』P24 

仮説を
立てる 

インテイク 



体験授業 

• 学生役（6人程度）と観察役（かんさつや
く）に分かれましょう。 

• 観察役の人は各アクティビティで教師が
どのように授業を進めているかをメモし
ましょう。 
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初級1(A2)活動第7課 

きいていいましょう 

 

61            62 
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初級1(A2)活動第7課 

ききましょう 

 

63       64       65      66 
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初級1(A2)活動第7課 

はっけんしましょう 
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初級1(A2)活動第7課 

はなしましょう 
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体験授業 

• 教師は各アクティビティでどのように授
業を進めていましたか。グループで話し
合いましょう。 

• 各アクティビティはどんな目的があるの
でしょうか。 

13 



入門（Ａ1）の第１課をどう進める？ 
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入門（Ａ1）の第2課をどう進める？ 
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よみましょう 



今日の目標 

 

• かつどう編の各パートの目的と効果的な
教え方を説明することができる。 
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